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令和７年度学校評価アンケートの結果と汐入小学校の取り組みについて 
 

春寒次第に緩み、一雨ごとに春の息吹が立ち込めてまいりました。保護者の皆様には、日頃より

本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、昨年１１月にご協力いただきました学校評価アンケートの集計が終了いたしましたので、

ご報告させていただきます。 

本紙面では、今年度実施させていただきました学校評価アンケートの結果と本校が重点として取

り組んでいること等を中心にまとめました。アンケートにご協力くださり、本当にありがとうござ

いました。子どもたちと保護者の皆様の思いをしっかりと受け止め、より良い学校づくりのために

活かしてまいります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＊巻末に学校アンケート集計一覧を添付していますので併せてご覧ください。アンケートの集計につきま

しては、「そう思う・少しそう思う」を肯定的回答、「あまり思わない・思わない」を否定的回答として集

計しています。 

 

〈令和７年度重点目標について〉 

本校の学校教育目標「人間性豊かな子ども」には、目指す子ども像として「元気でやりぬく子」

「すすんで学ぶ子」「思いやりのある子」の３つがあります。どれもとても大切な目標ですが、そ

の中でまず一番目に重点を置いて育てる子ども像は、「思いやりのある子」であると考えています。 

「思いやりのある子」では、目指す具体的な子ども像として次の７つを挙げています。 

①自分の命と、命あるものを慈しみ大切にする子 

②他者を認め、思いやり、支援する心を持つ子 

③感性と想像力を大切にしている子 

④決められた約束やルールを守る規範意識を持つ子 

⑤明るさと笑顔、挨拶を大切にしている子 

⑥なかよく協力・協働することの大切さを知る子 

⑦周りの人への感謝の気持ちを持つ子 
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  「思いやりのある子」で掲げた子ども像を目指していくために「自己他者肯定感を高め、認め

合い高め合う関係を築く力を育てる」ことを大切にしていきたいと思います。それは、この力を

育てることが、他の２つの目指す子ども像「元気でやりぬく子」「すすんで学ぶ子」が目指す力の

基礎にもなると考えるからです。自己他者肯定感が高まらず「どうせ自分なんか」「きっと無理」

「うまくできなかったら恥ずかしい」といった気持ちの中では、粘り強くやり抜いたり積極的に

挑戦しようとしたりすることは難しいと思います。自己他者肯定感が高まってこそ、元気でやり

ぬこうとしたり、すすんで学ぼうとしたりすることができるのではないでしょうか。 

こうしたことから、昨年度に引き続き、令和７年度の重点

目標を「自己他者肯定感を高め、認め合い高め合う関係を築

く力の育成」、学校のみんなのスローガンを「笑顔と『ありが

とう』あふれる学校」として取り組んできました。 

このような学校教育目標・重点目標・スローガンを目指す

視点から、学校評価アンケートの結果につきましてご報告さ

せていただきます。 

 

 

１．学校教育目標「すすんで学ぶ子」について（アンケート質問１～５） 

（１）授業づくりについて 

  

 

アンケート質問１「自分から進んで学ぶこと」について、児童は９割、保護者は７割以上が肯定

的な回答で、昨年度と比べ、特に児童の肯定的回答が増えました。 

また、アンケート質問５「授業で『知りたい』『やりたい』『わかった』『できた』『書きたい』『伝

えたい』『楽しい』などの気持ちを感じているか」については、児童が９割強、保護者も９割近くが

肯定的な回答をしています。 

子どもたちの学習への意欲を高め、主体的に学習に取り組む姿勢を育てていくため、楽しい授業

づくりに取り組んでいます。授業は教育活動の根幹であり、学校生活の中心を成すものです。授業

が楽しいということは、学校が楽しいということに直結します。学校のスローガン「笑顔と『あり

がとう』あふれる学校」を目指す中で、授業についても「子どもたちの笑顔があふれる授業とは？」

を常に追究し、子どもたちの学ぶ笑顔をイメージして授業づくりに取り組んでいきます。 

  アンケート質問１ 肯定的 否定的 

児童 自分から進んで学ぶことはできていますか。 ９２％ ８％ 

保護者 お子さんは、自分から進んで学んでいると思いますか。 ７６％ ２４％ 

  アンケート質問５ 肯定的 否定的 

児童 
授業で「知りたい」「やりたい」「わかった」「できた」「書きたい」

「伝えたい」「楽しい」などの気持ちを感じていますか。 
９５％ ５％ 

保護者 

お子さんは、授業で「知りたい」「やりたい」「わかった」「できた」

「書きたい」「伝えたい」「楽しい」などの気持ちを感じていると思

いますか。 

８９％ １１％ 
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〔例えば、授業で子どもたちが笑顔になるときってどんなとき？！〕  

 ・「わかった」「できた」と思えたとき 

 ・「できそうだ」と思えたとき 

 ・「なぜだろう どうしてだろう」と知りたくなったとき 

 ・自分の考えを聞いてもらえたとき 

 ・友だちの考えを聞いてあげられたとき 

 ・友だちと一緒に協力して学べたとき 

 ・先生や友だちにほめられたとき 

                等々 

 こうした子どもの姿があふれる授業を目指していきます！ 

 

 

 

アンケート質問２「教科書や本、クロームブックなどで調べること」について、児童は９割、保

護者は８割近くが肯定的な回答で、昨年度と比べ、特に児童の肯定的な回答が増えています。 

日々の学習においてクロームブックや本を活用することを活発に行っています。また、今年度の

６月末からは３年生以上でクロームブックの持ち帰りを開始しました。ご家庭の皆様にもその管理、

活用についてたくさんのご協力をいただき、本当にありがとうございます。 

クロームブックは検索すればすぐに情報が得られる便利な道具ですが、情報を受け身で眺めるの

ではなく、自分が調べたいことや課題を明確にし、必要な情報をしっかり選び取り、それを鵜吞み

にせず自分で考えることが大切です。そうした主体的な活用の力をつけていけるように今後も取り

組んでいきます。 

 

 

  アンケート質問２ 肯定的 否定的 

児童 
教科書や図書館の本、クロームブック（＊クロームブックは３～６

年生）などで、知りたいことを調べられますか。 
９１％ ９％ 

保護者 
お子さんは、書籍やパソコン（＊パソコンは３～６年生）などで、

知りたいことを調べられていると思いますか。 
７８％ ２２％ 

  アンケート質問３ 肯定的 否定的 

児童 
自分の考えを文や図などに書いたり伝えたりすることはできてい

ますか。 
８８％ １２％ 

保護者 
お子さんは、自分の考えを文や図などに書いたり伝えたりすること

ができていると思いますか。 
８３％ １７％ 

  アンケート質問４ 肯定的 否定的 

児童 
友だちの考えを聞いて、感想を言ったり質問をしたりすることはで

きていますか。 
８８％ １２％ 

保護者 
お子さんは、友だちの考えを聞いて、感想を言ったり質問をしたり

することができていると思いますか。 
８３％ １７％ 

知りたい 
やりたい 

わかった 

できた 

書きたい 

伝えたい 

楽しい 

聞きたい 
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アンケート質問３「自分の考えを文や図などに書いたり伝えたりすること」では、児童・保護者

ともに８～９割近くが肯定的な回答をしていています。昨年度は、児童・保護者の肯定的な回答が

７～８割と他のアンケート質問項目より少し低くなっていましたが、今年度は向上が見られました。 

アンケート質問４「友だちの考えを聞いて感想や質問を伝えること」についても、児童・保護者

ともに８～９割近くが肯定的な回答をしています。 

本校では、昨年度に引き続き、子どもたちの笑顔あふれる授業を目指すために、校内研究におい

て、「自分の考えを表現し、伝え合う授業づくり ～ねらいの明確化と学習形態の工夫を通して～」

をテーマに、授業づくりの研究を進めてきました。 

 その中で、次のような授業展開に取り組んでいます。 

①子どもたちの学習意欲を高め、学びの必然性をもたせる導入や課題設定の工夫 

②本時の学習のめあての明確化と子どもたちとの共有  

③自分で考える時間・ペアやグループで話し合う時間・全体で意見交流する時間の設定 

④子どもたちの学習理解を進める支援の手立て 

⑤学びを深め、次時へとつなげる「振り返り」 

こうした取り組みの中で、授業において子どもたちが学習のめあてをみんなで共有し、学習の見

通しをもったり、自分の考えをもつことができたり、お互いに意見を伝え合ったり、学習の「振り

返り」を書くことが習慣づいたりしている姿が多く見られるようになってきました。一方で、自分

の考えを表現したり、他者の考えを自分の学びに生かしたりすることに課題が見られました。 

来年度は、子どもたちが自分の考えを形成する場を大切にするとともに、その考えをノートや発

言などを通して表現し、他者の考えを聞き、認め合いながら思考を深めていけるように取り組んで

いきます。また、教師が子どもの考えを引き出し、可視化し、関連付け、価値付ける働きを継続的

に行うことで、学び合いが成立する授業づくりを目指していきます。 

こうした実践を積み重ねることで、子どもたちは自分の考えを大切にしながら他者の考えと関わ

り、考えを広げたり深めたりする経験を通して、考えを伝え合うことを楽しみ、粘り強くよりよい

学びをつくりだすことができるようになると考えました。 

そこで、来年度は「自分の考えをもち、他者の考えと関わる中でよりよい学びをつくる子の育成」

を研究のテーマとし、子どもたちの成長の段階を見取りながら次のような姿を目指して取り組んで

いきます。 

①自分の考えをもてる子 

②考えを書いたり（描いたり）、発言したりして表せる子 

  ③他者の考えを聞き、認められる子 

  ④他者の考えから自分の考えを広げたり深めたりできる子 

  ⑤考えを伝え合うことを楽しみ、粘り強く取り組む子 

また、学習目標を明確にし、その達成に向かっていくために、必要な教材教具、ＩＣＴ機器の活

用、授業形態、授業展開の工夫等を話し合い、授業づくりを進めていきます。さらに、小規模校の

メリットを活かして、学習支援員や教育支援介助員等とも連携しながら、複数教員による指導や個

別支援による学力の定着にも引き続き取り組んでいきます。 

 今後も、一人一人の学習状況を見取った丁寧な指導支援を進め、子どもたちが授業を通して「知

りたい」「やりたい」「わかった」「できた」「書きたい」「聞きたい」「伝えたい」「楽しい」と感じ、

笑顔があふれる授業を目指していきます。 
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２．学校教育目標「元気でやりぬく子」について（アンケート質問６～８） 

（１）「やりぬく力」について 

 児童・保護者ともに肯定的な回答が多くなっています。特に児童は昨年度よりもさらに向上し、

肯定的な回答がとても多くなりました。 

 「やりぬく力」というと、「意思の強さ（意思力）」が重要だと考えられることが多いと思います

が、その「意思力」にも「困難だと思うことにもチャレンジする力」と「粘り強く取り組む力」の

２つの要素があります。 

 「困難だと思うことにもチャレンジする力」とは、失敗を恐れない気持ちです。この力を高めて

いくには、「うまくいった経験」と「失敗した経験」をたくさん積み重ねていくことが大切です。そ

のために、子どもたちが何かに「チャレンジ」する機会を多くつくり、結果よりも「チャレンジす

る姿勢」をたくさん褒めていきたいと思います。 

 「粘り強く取り組む力」を高めていくには、「先を見据える」ことが大切です。「最初は大変だっ

たけれど、がんばったらうまくいった」という経験が何度もあれば、今は大変でも、「もう少しがん

ばったらうまくいくかもしれない」と先を見据えた気持ちをもつことができます。また、どのよう

にがんばればいいのか、その方法や手立てを知ることも大切です。「何をどうすればいいのかわか

らない」という状況では、意欲も高まりません。方法や手立てを知ることが「こうすればできそう

だ」「試してみたい」「やってみよう」という気持ちにつながります。 

 さらに、「一緒にがんばれる人間関係」も大切です。常に自分のこと

を見てくれる人、励ましてくれる人がいることは大きな力になります。

教職員が子どもたちを積極的に褒めるとともに、子どもたちが仲間同

士、励まし合い、称賛し合い、お互いにモチベーションを高められる関

わり合いを育てていきます。 

 これからも授業をはじめ、様々な取り組みにおいて、子どもたちの自己他者肯定感を育て、お互

いの関わり合いの中で、「やりぬく力」を高め合っていけるように取り組んでいきます。 

 

（２）運動習慣について 

児童は９割近く、保護者は７割ほどが肯定的な回答となっています。 

現代社会においては、子どもの体力低下が懸念されています。文部科学省が行っている「体力・

運動能力調査」によると、現在の子どもの体力・運動能力の結果をその親の世代である３０年前と

比較すると、ほとんどのテスト項目において子どもの世代が親の世代を下回っています。これは、

子どもを取り巻く環境や生活様式の変化による日常での身体運動の減少が理由の一つと考えられ

  アンケート質問６ 肯定的 否定的 

児童 勉強や仕事などを、最後までやり通すことができていますか。 ９７％ ３％ 

保護者 
お子さんは、勉強や仕事などを、最後までやり通すことができてい

ると思いますか。 
８７％ １３％ 

  アンケート質問７ 肯定的 否定的 

児童 自分から進んで外遊びをしたり運動をしたりしていますか。 ８９％ １１％ 

保護者 
お子さんは、自分から進んで外遊びをしたり運動をしたりしていま

すか。 
７２％ ２８％ 
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ています。特に近年では、新型コロナウイルス感染症によって激しい運動を自粛した影響もあり、

2019年から低下傾向が続いてきました。 

令和７年度の横須賀市体力等調査の結果では、全体として、小・中学校と

もに学年による差はあるものの、概ねコロナ禍以前の水準まで回復している

状況が見られるようになってきています。しかし、特に小学校段階において

学年によっては依然として低い水準にとどまっており、喫緊の課題となって

います。 

体力向上を図るためには、運動習慣や生活習慣の改善をはじめ、運動・ス

ポーツに対する肯定的な捉えを育んでいくことが重要であり、それらが取組の第一歩になると考え

られます。学校では、体育学習や運動会の他に、新体力テスト、持久走チャ

レンジ月間、スポーツリズムトレーニング等、子どもたちが楽しみながら

体を動かし運動に親しむ機会を設けるなどの取組を行ってきました。今後

も運動・遊びが、子どもたちの生活の中に位置付き、運動に親しむ姿勢や体

力の向上につながるよう取り組んでいきます。 

 

（３）生活習慣について 

８割以上の児童・保護者が肯定的な回答をしていますが、できていないと感じている子どももい

ます。 

子どもたちが生涯を通じて健康な生活を送るためには、自分の健康や様々な病気について関心を

もち、正しい知識と適切な予防・対処の仕方を身に付けたり、「早寝・早起き・朝ごはん」など規則

正しい生活習慣で毎日を過ごしたりするなど、健康管理を実践して

いく力を育てていくことが大切です。学校では保健学習での取り組

みのほか、養護教諭が保健だよりを発行したり子どもたちが分かり

やすく楽しみながら学べる啓発資料を保健室前に掲示したりしています。 

今後も将来に向けての健康生活を子どもたちが自分の問題として意識し、みんなで考え合い、行

動につなげていけるように、ご家庭の皆様と連携しながら取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

３．学校教育目標「思いやりのある子」について（アンケート質問９～１３） 

（１）自己肯定感について 

児童は９割以上、保護者は８割以上が肯定的な回答をしています。一方で、１～２割ほどの人が

否定的な回答を選択しています。 

  アンケート質問８ 肯定的 否定的 

児童 早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しい生活ができていますか。 ８２％ １８％ 

保護者 
お子さんは、早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しい生活ができ

ていると思いますか。 
８５％ １５％ 

  アンケート質問１３ 肯定的 否定的 

児童 自分には、よいところがあると思いますか。 ９２％ ８％ 

保護者 お子さんは、自分の良さを自覚していると思いますか。 ８３％ １７％ 
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子どもたちは、一人一人が素晴らしい力をもっています。しかし、時に人は、自分が「短所」だ

と思い込んでいるところにばかり気になってしまって、自分自身を嫌いになってしまったり、自信

をもてなかったりすることがあります。でも見方を変えれば、それがその人らしさであり、「長所」

だということもよくあります。自分で自分らしさを認めて、好きになるには、周りの人が、その子

らしさを認めて、大切しようという気持ちで接していなければ、なかなかそうはいきません。周り

の仲間の信頼の目や言葉に包まれたときこそ、思い切り自分の力を発揮できるのだと思います。そ

して、子ども同士が、認め合い高め合う関係を築いていくためには、子どもたちが自己肯定感を高

めることが大切です。それは、自分が認められてこそ人を受け入れる

ことができるからです。そのために、これからも、教職員が子どもた

ち一人一人のことをよく知り、日々の学校生活の様々な場面で、その

子らしさを、その子の良さ、素晴らしさとして話し、伝えていきます。 

 

（２）「ありがとう」の言葉と気持ち、「思いやり（他者肯定感）」について 

 

 アンケート質問１０では、「感謝の気持ちを伝えること」について、児

童は１０割、保護者は８割以上が肯定的な回答となっています。また、

アンケート質問１２では、「思いやり」の大切さについて、児童は１０割、

保護者も９割以上が肯定的な回答をしています。 

 思いやり、人を思う気持ち（他者肯定感）は、自己肯定感と「感謝の気持ち」から生まれ育つと

思います。私たちが、子どもたちに何より伝えたい“「ありがとう」の気持ち”は、子どもたちが、

今ここにいてくれること、私たちと共にいてくれることに「ありがとう」ということです。 

 子どもたちは、一人一人がそのままで本当に素晴らしい存在です。それは、何かができるからと

か、何かの役に立つからということではありません。その子の存在そのものが、素晴らしい輝きを

放ち、人の心を豊かにし、笑顔や力を与えることができるのです。 

また、日々の生活の中には、できて当たり前、あって当たり前、分かってもらえて当たり前のこ

とのように思ってしまっていることや、とても素晴らしいことなのに気に留めなければそのまま流

れて行ってしまうようなことがたくさんあります。そうした一つひとつのことに感謝の気持ちをも

ち、それを「ありがとう」の言葉で伝え合うことができたとき、人は、うれしくなります。優しく

なれます。安心できます。自信がもてます。つながり合えます。教室が、学校が、「ありがとう」の

気持ちと言葉であふれたとき、子どもたちは、自分を好きに、仲間を好きになれると思うのです。

まず、私たちが、日常の生活の中にある子どもたちのたくさんの素敵な姿に「ありがとう」をいつ

も伝えていきたいと思います。 

  アンケート質問１０ 肯定的 否定的 

児童 まわりの人に、感謝の気持ちを伝えていますか。 100％ ０％ 

保護者 
お子さんは、まわりの人に、感謝の気持ちを伝えていると思います

か。 
８５％ １５％ 

  アンケート質問１２ 肯定的 否定的 

児童 他の人を思いやる大切さを知っていますか。 100％ ０％ 

保護者 お子さんは、他の人を思いやる大切さを知っていると思いますか。 ９４％ ６％ 

-７- 



そして、自分が出会う人に、物に、出来事に、自然に、「感謝の気持ち」

をもち、物事に感動できる心豊かな感性を育んでいくことが、学校教育目

標の「人間性豊かな子」につながっていくと思います。これからも、みん

なで「ありがとう」の気持ちと言葉を大切にしていきます。 

 

（４）あいさつについて 

「あいさつ」についてのアンケート結果では、児童は９割強、保護者は

８割が肯定的な回答をしています。子どもたちの登校の安全指導をしてく

ださっている見守り隊の方から「子どもたちが自分から元気にあいさつを

してくれました。」「子どもたちが、笑顔で『ありがとうございます』と言

ってくれました。」とのお話をいただきました。とてもうれしいです。本当

にありがとうございます。校内でも自分から元気にあいさつをする子ども

が増えてきていることを感じています。 

子どもたちが元気に登校してくる姿を見ると、とてもうれしく安心します。子どもたちのことを

地域全体で見守ってくださっているので、大きな安心感があります。笑顔と明るいあいさつで一日

のスタートが切れることは、見守り隊の方々をはじめとする地域の皆様、そして、保護者の皆様の

お陰です。心より感謝申し上げます。 

 あいさつはコミュニケーションのはじめの一歩であり、人と人の笑顔につながる大切なものです。

「あいさつっていいな」という実感をたくさんもてるように、あいさつを通して、お互いを認め合

い「笑顔いっぱいの学校」「楽しい学校」になっていくことを目指していきます。 

 

また、あいさつには、こんな思いを込めています。毎

朝、子どもたちが登校し、「おはようございます」とあ

いさつをして、一日が始まります。教室に行けばクラス

の子どもたちに会えます。特別なことでもない当たり前

の風景のように思えてしまうかもしれませんが、それは

決して当たり前のことではなく、とても貴重で大切なこ

とです。朝には「今日も会えてうれしいよ。今日も会え

たね。ありがとう。」日中には「一緒に過ごせてうれしいよ。ありがとう。」帰りには「今日も一緒

にいてくれてうれしかったよ。ありがとう。」こうした気持ちを込めて「おはようございます」「こ

んにちは」「さようなら 気をつけてね」とあいさつをしています。これからも、この気持ちを子ど

もたちに伝え続けていきます。そして、校内にあいさつの声（「ありがとう」の気持ち）が、いつも

聞こえ、あふれているような学校の雰囲気・環境を大切にしていきます。 

 

 

 

 

  アンケート質問９ 肯定的 否定的 

児童 明るい笑顔で、自分からあいさつをしていますか。 ９６％ ４％ 

保護者 お子さんは、明るい笑顔で、自分からあいさつをしていますか。 ８１％ １９％ 

-８- 

  う あ   
ありがとう

い   にいてく て
ありがとう



（５） てわり活動について 

たてわり活動の取り組みにつきましては、昨年度と同様に児童・保護

者ともに大変多くの方に肯定的な評価をいただきました。 

たてわり活動は、子どもたちがリーダーシップとフォロアーシップ

を培い、お互いに認め合い自己他者肯定感を高め合っていく本校の教

育活動の中心を成している活動の一つです。 

たてわり活動は、１～６年生が各学年２～４名ずつ集まって１つのチームをつくり、６年生がリ

ーダーとなって活動します。今年度は全校で５チームです。このチームで年間を通して、たてわり

遊びや児童集会などのレクリエーション活動を行います。また、春の全校遠足、６年生の卒業に向

けた活動なども、このチームを中心にして取り組んでいきます。こうした学年を超えた関わりは、

授業や行事だけでなく、１年生のサポートをする６年生の姿や様々な学年が一緒になって遊んでい

る休み時間の様子など、日常の学校生活にあふれています。 

 今年度も、６年生は最上級生としての意識を持ち、その役割や責任を果たそうと下級生のことを

一生懸命考えて活動してきました。その姿からは、自分たちがリーダーとして、下級生の手本にな

ろう、下級生のため学校みんなのためにがんばろうとする気持ちがとても感じられます。この気持

ちが６年生自身をぐんぐん成長させてきました。また、５年生は高学年として、６年生を見つめな

がら、一生懸命支えていこうとがんばっています。１月からは５年生が６年生に代わって多くの活

動を中心になって取り組んできました。こうした５・６年生を見て下級生もまた成長していきます。

５・６年生の姿に信頼や憧れを感じ、心の中に自分が思う、自分がなりたい上級生の姿をイメージ

していきます。その思いは、自分が上級生になるにつれてふくらんでいき、５・６年生になったと

き大きく花開くことでしょう。こうして学年を超え、時を超えてつながる子どもたちの思いと絆が、

本校の子どもたちの輝くような素晴らしさの一つです。 

今後もたてわり活動を通してリーダーシップとフォロア

ーシップを培い、子どもたちがお互いに認め合い自己他者肯

定感を高め合って、学年を超えてつながり合う学びと絆を深

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アンケート質問１１ 肯定的 否定的 

児童 
たてわり活動などで、他の学年の友だちと仲良くすごすことができ

ていますか。 
100％ ０％ 

保護者 
お子さんは、たてわり活動などを通して、学年の枠を超えた交流を

深めていると思いますか。 
９１％ ９％ 

-９- 
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４．学校生活全般にわ  て 

  楽 い学校生活 

 児童・保護者ともに肯定的な回答が大変多くなっています。一方で、否定的な回答もあります。 

 子どもたちの毎日の生活の中では、気持ちの行き違いや思うようにいかないことなどもたくさん

起こります。その一つ一つをお互いに解決していく経験が大切です。そのためにも、日々の子ども

たちとの関わりを大切にし、日常の中からこそ見えてくる子どもたちの本音やその子らしさを見取

り、子どもたちが安心して教職員に相談できる関係をつくっていきたいと思います。 

 これからも一人一人の子どもを見つめ、寄り添う姿勢を大切にしていきます。そして、教職員チ

ーム汐入一丸となり、あらゆる教育活動を通して「笑顔と『ありがとう』あふれる学校」を目指し

て、子どもたちの成長のために取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

児童・保護者の皆様にご協力いただきましたアンケートにつきまして、重点として取り組んでい

ること等を中心にご報告させていただきました。アンケートの結果としては、肯定的な回答を多く

いただきました。一方で割合としては比較的少なくても否定的な回答もいただいています。数字の

上だけで考えるのではなく、一人一人の子どもをしっかりと見取り、寄り添い、その成長に向かっ

て共に歩いていきたいと思います。 

また、「ご自分のお子さんがどのように育ってほしいかという保護者の願い」につきましてもご

記入くださり、本当にありがとうございました。記述欄からは、保護者の皆様のお子様への深い愛

情や健やかな成長への願いとともに、学校教育への期待を感じました。お寄せいただきました皆様

の願いをしっかりと受け止め、これからの教育活動、学校運営に活かしてまいります。今後とも、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  アンケート質問１４ 肯定的 否定的 

児童 学校での生活は楽しいですか。 ９９％ １％ 

保護者 お子さんにとって、学校は楽しい場所だと思いますか。 ９１％ ９％ 

-１０- 



 

92 8 76 24

91 9 78 22

88 12 83 17

88 12 83 17

95 5 89 11

97 3 87 13

89 11 72 28

82 18 85 15

肯定的/否定的

8

7

早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正し
い生活ができていますか。

お子さんは、早寝・早起き・朝ごはんな
ど、規則正しい生活ができていると思い
ますか。

肯定的/否定的

自分から進んで外遊びをしたり運動した
りしていますか。

お子さんは、自分から進んで外遊びをし
たり運動したりしていますか。

肯定的/否定的

肯定的/否定的

勉強や仕事などを、最後までやり通すこ
とができていますか。

お子さんは、勉強や仕事などを、最後ま
でやり通すことができていると思います
か。

5

授業で「知りたい」「やりたい」「わ
かった」「できた」「書きたい」「伝え
たい」「楽しい」などの気持ちを感じて
いますか。

お子さんは、授業で「知りたい」「やり
たい」「わかった」「できた」「書きた
い」「伝えたい」「楽しい」などの気持
ちを感じていると思いますか。

肯定的/否定的

2

自分の考えを文や図などに書いたり伝え
たりすることはできていますか。

お子さんは、自分の考えを文や図などに
書いたり伝えたりすることができている
と思いますか。

肯定的/否定的

6

3

4

令和７年度　学校アンケート結果一覧表　（数値は％）

児童への質問 保護者への質問

肯定的/否定的

教科書や図書館の本、クロームブック
（＊クロームブックは３～６年生）など
で、知りたいことを調べられますか。

お子さんは、書籍やパソコン（＊パソコ
ンは３～６年生）などで、知りたいこと
を調べられていると思いますか。

アンケート質問番号

肯定的/否定的

自分から進んで学ぶことはできています
か。

お子さんは、自分から進んで学んでいる
と思いますか。

友だちの考えを聞いて、感想を言ったり
質問をしたりすることはできています
か。

お子さんは、友だちの考えを聞いて、感
想を言ったり質問をしたりすることがで
きていると思いますか。

1

＊「そう思う・少しそう思う」⇒肯定的 「あまり思わない・思わない」⇒否定的

-１１- 



 

 
 

96 4 81 19

100 0 85 15

100 0 91 9

100 0 94 6

92 8 83 17

99 1 91 9肯定的/否定的

14

13

12

11

10

9

肯定的/否定的

学校での生活は楽しいですか。
お子さんにとって、学校は楽しい場所だ
と思いますか。

肯定的/否定的

他の人を思いやる大切さを知っています
か。

お子さんは、他の人を思いやる大切さを
知っていると思いますか。

肯定的/否定的

自分には、よいところがあると思います
か。

お子さんは、自分の良さを自覚している
と思いますか。

肯定的/否定的

まわりの人に、感謝の気持ちを伝えてい
ますか。

お子さんは、まわりの人に、感謝の気持
ちを伝えていると思いますか。

肯定的/否定的

たてわり活動などで、他の学年の友だち
と仲良くすごすことができていますか。

お子さんは、たてわり活動などを通し
て、学年の枠を超えた交流を深めている
と思いますか。

明るい笑顔で、自分からあいさつをして
いますか。

お子さんは、明るい笑顔で、自分からあ
いさつをしていますか。

アンケート質問番号 児童への質問 保護者への質問

-１２- 


